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1. FermiI｣iquid Description for the
Kondo Lattice System
日大･理工 三 沢 節 夫
4fおよび5f電子系をもつCeあるいはUなどの化合物は, いわゆる重い電子系の特性を







を準粒子間の相互作用 (f関数 )などで関係づけ, それらの統一性を示すことが目標であった｡
ここでは典型物質としてCeA13 とUf't3を取 り上げる｡ これらの物質では実験データのバ
ラツキが少く,比較的信頼すべき結果が得られていて,後述するように,物理量の温度変化に
関して,フェルミ液体効果による特異な現象が統一的に現れる｡例えば電子比熱係数 γ(T)
-C/T (Cは比熱 Tは温度 )はいずれもT21nTの温度変化を示し,CeA13で γ- max,





由来している｡ S- f混成化された Kondo共鳴準位がⅣ個 (Ceイオン数 )集積 して, フェ
ルミ面附近に,狭い幅TK (Kondo温度 ) の高いピークの状態密度を与えるものと考えるo
この考え方で,CeA13 を始めとして多くの物質の γおよび xの値が第0近似で説明できるこ
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